
 1 

7 月号（73-07）著者プロフィール  

1. 出身地	 2. 出身高校	 3. 出身大学	 4. 研究テーマ	 5. 最近思うこと	 6. 信条 

7. 最近，感銘を受けた 1冊	 8. 趣味	 9. ごひいきの球団，チーム，番組	 10. ホームページ 
 

●解説：なぜ宇宙空間の分子はガス状で存在できるのか？ 

 

渡部	 直樹（わたなべ	 なおき）  

北海道大学低温科学研究所教授 

1. 東京都 

2. 東京都立竹台高等学校 

3. 1993年東京都立大学大学院理学研究科博士課程修了，博士（理学） 

4. 星間化学物理，低温氷表面での原子分子過程 
10. http://www.lowtem.hokudai.ac.jp/astro/index.html 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 

大場	 康弘（おおば	 やすひろ）  

北海道大学低温科学研究所助教 

3. 2007年岡山大学大学院自然科学研究科博士課程修了，博士（理学） 

4. 宇宙地球化学 
 

 

●解説：自在にモノマーを配列させる重合法 

 

植村	 卓史（うえむら	 たかし）  

東京大学大学院新領域創成科学研究科教授 

1. 奈良県 

2. 奈良県立奈良高校 

3. 2002年京都大学大学院工学研究科博士課程修了，博士（工学） 

4. MOFなどの分子性ナノ空間を使った新しい高分子化学 

5. 標準語を上手く話せるのだろうか…。 

9. 京都サンガから柏レイソルへ移行中 
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●解説：印刷プロセスで大面積完全二次元有機単結晶ナノシートを実現！ 

 

渡邉	 峻一郎（わたなべ	 しゅんいちろう）  

東京大学大学院新領域創成科学研究科特任准教授 

1. 愛知県 

2. 名古屋市立向陽高校 

3. 2010年名古屋大学大学院工学研究科マテリアル理工学専攻博士課程修了 

4. 高分子・低分子有機半導体の固体電子論とデバイス物性 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 

竹谷	 純一（たけや	 じゅんいち）  

東京大学大学院新領域創成科学研究科教授 

1. 京都府 

3. 2001年東京大学大学院理学系研究科物理学専攻博士課程修了 

4. 有機エレクトロニクス 
 

 

●解説：AIで触媒反応の収率を予測?! 

 

矢田	 陽（やだ	 あきら）  

国立研究開発法人産業技術総合研究所 触媒化学融合研究センター研究員 

1. 滋賀県彦根市 

2. 滋賀県立彦根東高等学校 

3. 2010年京都大学大学院工学研究科材料化学専攻博士後期課程修了 

4. 有機合成化学，触媒化学，機械学習 

6. Que Sera Sera（なるようになる） 

8. スノーボード 
10. http://irc3.aist.go.jp/incorporate/team/oxidationoxidization/ 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 

佐藤	 一彦（さとう	 かずひこ）  

国立研究開発法人産業技術総合研究所 触媒化学融合研究センター長 
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1. 福島県福島市 

2. 福島県立福島高等学校 

3. 1990年東北大学大学院理学研究科博士課程修了 

4. 有機化学，触媒化学 

5. 空気から肉を作る革新触媒の開発 

6. 安心安全安定は研究者の敵 

8. 飲酒 

10. http://irc3.aist.go.jp 

 

 

●提言：中等教育課程での研究倫理教育 

 

大橋	 淳史（おおはし	 あつし）  

愛媛大学教育学部理科教育講座准教授 

1. 東京 

2. 都立杉並高等学校 

3. 2001年千葉大学大学院自然科学研究科博士課程修了，博士（理学） 

4. 化学教育教材開発，科学教育法，科学コミュニケーション 

5. 研究の自由度を確保するために起業したい 

6. 手を動かして考える 

7. ダニエル・カーネマン 著，村井章子 訳，『ファスト&スロー──あなたの意思はどのよう

に決まるか？』，早川書房 

8. 読書，研究・起業のアイデアを練る 
10. https://www.facebook.com/scienceinnovationehime/ 

 

●カガクへの視点 

 

中村	 友香（なかむら	 ゆか）  

（株）ナリカ代表取締役社長 

1. 東京都 

5. 子どもたちにとって理科教育が，より豊かであるように。一度しかない義務教育課程を充実

させたい。 

6. 「先生を教室のスターに」理科室の黒子ナリカ 

7. 太田浩司，勝盛典子，酒井シヅ，鈴木一義 監修『江戸の科学 大図鑑』，河出書房新社 

8. 浮沈子作り，手芸 
10. http://www.narika.jp 
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●企業のカガク研究最前線：シスメックス株式会社 

 

角田	 正也（かくた	 まさや）  

シスメックス（株）技術開発本部上席主任研究員 

3. 1996年東京大学大学院理学系研究科化学専攻修士課程修了，2017年東京理科大学大学院技術

経営専攻修了 

4. ナノ・マイクロ空間を利活用した診断デバイス開発 

7. 岡田美智男『〈弱いロボット〉の思考──わたし・身体・コミュニケーション』講談社 

8. 子どもたちと大科学実験 

9. 東京ヤクルトスワローズ 
 


